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環境アセスメント士会の社会貢献活動の一つとして、環境関連分野の講習会等へ講師の派遣を行っていきた

いと考えております。今回は「近畿ブロック産業廃棄物処理対策推進協議会」からのご依頼により、当会から生

活環境部門の池本久利会員を講師として派遣いたしました。 

 

講習会の概要 

開催：近畿ブロック産業廃棄物処理対策推進協議会 技術研修部会 

演題：「産業廃棄物焼却施設設置等に係る生活環境影響調査」について 

日時：平成２６年８月２５日（月）14：00～15：30 

場所：ホテル日航奈良 （奈良県奈良市三条本町 8-1） 

講師：池本久利（一般財団法人 日本環境衛生センター） 

 

 

話  題：「ＣＡＳＢＥＥ街区」について 

話題提供：運営委員 伴 武彦氏 

日  時：平成 26 年 9 月 26 日（金） 19～20 時 

場  所：（一社）日本環境アセスメント協会会議室 

 

第 1 回サロン会は、運営委員の伴武彦氏に「まちづくりの環境性能評価 その１．CASBEE-街区

のご紹介」と題して、話題を提供していただきました。 

国内外の環境性能評価の規格の比較や、CASBEE の特徴などをご紹介いただき、ポジティブアセス

メントに向けて、環境アセスメント士が環境性能評価に関わることの意義について議論が盛り上がり

ました。 

 

 

近畿ブロック産業廃棄物処理対策推進協議会は、近畿 2 府 4 県及び 14 政令市により構成される協議会

です。産業廃棄物処理施設の設置にあたっては、都道府県等が許可権者となり、今回演題となった産業廃棄

物焼却施設設置等に係る生活環境影響調査はその許可申請書の添付資料として提出されるものです。環境影

響評価の内容は専門的であるため、審査を行う者にとって非常に難しいと感じる一方、許可の責任は大きく、

悩みを抱えているようです。 

当日は３６名の参加者があり、講演後も複数の質問やご意見を寄せられ演者にとっても学ぶことの多い機

会となりました。「よく事業者に調査機関の紹介を求められるが、特定の業者が紹介できないで困っていた。

これからはが環境アセスメント士を紹介できる。」という話もありました。環境アセスメント士の実務受注

の増加可能性が感じられたとともに、普及においても果たす役割は大きいと感じた機会でした。 
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・次回サロン会の開催について 

環境アセスメント士会 サロン会 

話  題：「GIS によるポテンシャルマップ」の魅力 

話題提供：賛助会員 逸見一郎氏 

開催時期：11 月 20 日（木） 19～20 時 

場  所：（一社）日本環境アセスメント協会会議室 

 

 

 

 

定期的なお知らせは会員メールや日本環境アセスメント協会ホームページにて随時公開しています。

意見交換や情報交換は Facebook で行っています。ご活用ください。 

ホームページ 

http://www.jeas.org/modules/contents17/
 

http://www.facebook.com/groups/301840033234795

環境アセスメント士会への入会について 

会員資格は、環境アセスメント士の方(正会員)、本会の活動を賛助する個人・環境アセスメント士を志

す方(賛助会員)です。年会費は、2,000 円です。随時皆さまのご入会を募集しております。 

詳しくは、上記ホームページをご覧ください。 

あとがき 

今号では大きな話題が２つありました。一つは講師の
派遣、もう一つはサロン会の開始です。当会は、環境ア
セスメントや周辺分野についての専門家を派遣できます
ので、ご遠慮なくお声掛けください。サロン会では会員
同士で切磋琢磨していきたいと考えています。 

環境アセスメント士会 広報チーム

連絡先  

環境アセスメント士会 
〒102-0092 東京都千代田区隼町 2 番 13 号 

US 半蔵門ビル 7F 
TEL 03-6268-9494 FAX 03-3230-3876
E-mail: pea@jeas.org 

 

伴 武彦会員のご紹介 

1970 年 東京都生まれ。1996 年 東京農工大学大学院修了，1996 年 (株)ポリテ

クニックコンサルタンツ入社（1999 年 (株)ポリテック・エイディディに社名変更）。

2005 年 環境アセスメント士（自然環境部門）取得。2007 年第一回環境アセスメ

ント学会奨励賞（実務分野）受賞、2006～2009 年度環境省環境調査研修所講師、

2012 年より環境アセスメント士会運営委員。 

ポテンシャルマップの活用は、古くて新しい取り組みです。たとえば潜在自然植生図は、私たちにとって

身近なポテンシャルマップのひとつです。近年 GIS の発達によって、様々な種別・目的のポテンシャルマッ

プを容易に作ることが出来るようになりました。それは、これからの環境アセスメントや地域づくりにおけ

る環境マネジメント・グランドデザインなどに有効です。今回は、その種別や活用の考え方について紹介し

ます。 


